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特 集 こころでつながろう！福井
コロナ禍だから大切にしたい
地域のつながりの力
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報告
◆外国人技能実習制度の監理団体の許可を取得
◆マスコットキャラクター「ランティー」
　新きぐるみ初出動！
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陸前高田市での採火と本県での希望の灯り点灯の様子

8P ◆寄付・寄贈
◆3.11希望の灯り・点灯式2021

5P ◆こちら経営相談室です！

社協TOPICS
◆令和3年度 福井県社会福祉研修所研修実施計画
◆令和3年度 各種貸付事業のご案内
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社会福祉関連民間助成事業の紹介別紙

※表紙写真関連記事

平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」から、今年の3月11日で丸10年を迎えました。
震災当時、福井県内の社協が岩手県陸前高田市で活動したご縁から、同市に平成23年12月に設置されたガス灯

『3.11希望の灯り』から平成24年2月に分灯していただき、同年3月9日、県内社協に設置された越前焼の燭台に点
灯して犠牲者の鎮魂と復興への祈りを捧げました。それ以降、毎年3月には、県社協と市町社協でこの燭台への点灯
と黙とうを行っています。
震災から10年となる今回の点灯式では、陸前高田市と県内社協18か所をオンラインでつなぎ、現地の『3.11希

望の灯り』から越前焼の燭台への採火を行い、その後県内社協の燭台へ点灯し、その模様をライブでも配信しました。
点灯式では、燭台を制作していただいた勝山市の芸術家　中村鐵遷(てっせん)さんから「燭台制作に込めた想い」

もお話しいただきました。
そして、発災時刻である14時46分には、陸前高田の皆さんとともに黙とうを行い、震災の風化を防ぎ、被災地の

復興に向けた希望や願いを分かち合っていくことを確認しました。
なお、点灯式の録画映像は福井県社協のYouTubeチャンネルでご覧いただけます。

東日本大震災から10年

▼福井県社協のYouTubeチャンネルURL QRコード▶

https://www.youtube.com/user/FukuikenShakyo/featured

♥2月3日（水）
寄贈者

寄贈先

生命保険協会福井県協会

福祉巡回車（軽自動車 1台）
永平寺町社会福祉協議会

車いす（10台）
すみれ荘デイサービスセンター
デイサービスセンター東郷
渚苑デイサービスセンター
金津雲雀ケ丘寮デイサービスセンター
永平寺ハウスデイサービスセンター
デイサービスセンターいまだて
デイサービスセンター和上苑
松寿苑デイサービスあ・うん
おおい町社協あっとほ～むいきいき館指定通所介護事業所
福井県社会福祉センター

心温まる寄付・寄贈に心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に活用させていただきます。

こころでつながろう！福井
平成23年３月11日に発生した「東日本大震災」から10年と
なる今年。岩手県陸前高田市と県内社協18か所をオンライ
ンでつなぎ、現地の『希望の灯り』から採火された灯りを県
内社協の燭台へ点灯しました。（最終ページに関連記事）



ど
の
アイ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
社
協
の
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
、
松
川
哲

子
さ
ん
は
、「
１
，７
０
０
枚
を
作
る
予
定
で

す
が
、
枚
数
の
達
成
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
に
い
か
に
多
く
の
住
民
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
か
が
重
要
で
、
地
域
の
方
の
ア

イ
デ
ア
や
力
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
内
10
地
区
で
の
講
座
の
後
、
各
地
区
で

は
集
落
単
位
で
講
座
の
開
催
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
顔
見
知
り
の
住
民
同
士
が
集
ま
る
こ

と
も
あ
り
、
講
座
の
後
に
は
、「
も
し
自
分
が

感
染
し
た
ら
面
倒
を
か
け
る
か
も
し
れ
な

い
。」「
そ
の
時
は
お
互
い
様
だ
か
ら
頼
っ
て
ほ

し
い
。」
と
い
う
会
話
も
自
然
と
出
て
き
た
と

の
こ
と
。
さ
ら
に
、「
こ
こ
に
来
て
い
な
い
人

が
心
配
」、「
私
た
ち
が
講
座
で
学
ん
だ
こ
と

を
伝
え
予
防
薬
に
な
れ
ば
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
周
囲
が
「
見

守
り
、
支
え
て
く
れ
る
」
と
い
う
安
心
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

若
狭
町
社
協
で
は
、
集
落
ご
と
に
福
祉
委

員
を
置
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
社
協
活
動
へ
の
協
力
依
頼
に
対
し
て
不
安

の
声
も
あ
が
っ
て
い
た
た
め
、
令
和
２
年
11
月

に
福
祉
委
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
感
染
症
へ
の
不
安
の

声
が
聞
か
れ
る
一
方
で
、
住
民
の
「
つ
な
が
り
」

が
途
絶
え
る
こ
と
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の

支
援
や
見
守
り
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
声
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
減

ら
し
た
う
え
で
、「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
で
き
る

か
も
」
と
い
っ
た
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
提

案
の
共
有
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
熊
川
宿
が
あ
る
熊

川
地
区
で
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
「
支

え
合
い
推
進
委
員
会
」
に
よ
る
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
と
交
流
を
目
的
に
し
た
「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」（
８
月
開
催
予
定
）
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勝
山
市
社
協
で
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
共
催
で
、
市
内
10
地
区
で
生
活
支

援
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
知
識

だ
け
で
な
く
、
感
染
拡
大
に
伴
う
運
動
不
足

や
住
民
同
士
の
関
係
の
希
薄
化
な
ど
の
影
響

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
る
う
え
で
、
改
め
て
「
地
域
の
絆
」
の

重
要
性
に
気
づ
き
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
み

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

勝
山
市
北
西
部
に
位
置
す
る
北
郷
地
区
で

は
、
講
座
を
き
っ
か
け
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
住
民

同
士
の
支
え
合
い
で
乗
り
越
え
よ
う
と
、
地

区
社
協
の
役
員
が
話
し
合
い
、
地
区
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
マ
ス
ク
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
た
。

地
元
の
繊
維
織
物
会
社
に
材
料
の
提
供

を
、
ま
た
、
縫
製
が
得
意
な
住
民
の
協
力
も

得
て
１
月
に
は
発
起
会
が
、
２
月
に
は
実
行

委
員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、「
マ
ス
ク
の
デ
ザ
イ
ン

を
小
学
生
や
保
育
園
児
か
ら
募
集
す
る
こ

と
」
や
「
公
民
館
を
週
１
回
開
放
し
て
親
子

や
地
域
単
位
で
の
製
作
を
呼
び
か
け
る
」
な

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
大
切
に
し
た
い
地
域
の
つ
な
が
り
の
力

〜
つ
な
が
り
の
力
と
い
う
も
う
一つ
の
ワ
ク
チ
ン
〜

令
和
２
年
度
の
広
報
誌
で
は
、『
こ
こ

ろ
で
つ
な
が
ろ
う
！
福
井
』を
年
度
テ
ー

マ
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
つ
な
が

り
づ
く
り
」
を
意
識
し
た
話
題
を
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
で
は
住
民
相
互
に

交
流
す
る
活
動
の
自
粛
で
、
つ
な
が
り
の

希
薄
化
や
感
染
者
・
濃
厚
接
触
者
へ
の

差
別
等
、
地
域
の
福
祉
力
に
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
県
内
市
町
社
協
で
は
、

「
地
域
の
つ
な
が
り
を
保
つ
『
ワ
ク
チ
ン

（
予
防
薬
）』
づ
く
り
」
と
も
呼
べ
る
よ

う
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
市
町
社
協
が
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
小
地
域
福
祉
活

動
や
住
民
参
加
活
動
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
る
重
要
な
鍵
に
な
り
得
る
点

を
再
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

委
員
の
中
か
ら
、「
開
催
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
た
め

に
『
サ
ロ
ン
ミ
ニ
新
聞
』
を
発
行
し
て
は
」
と

の
声
を
き
っ
か
け
に
、
９
月
か
ら
毎
月
の
発

行
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
サ
ロ
ン
ミ
ニ
新
聞
」
に
は
、
自
宅
で
で
き

る
健
康
づ
く
り
の
紹
介
や
地
区
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
「
私
の
ち
ょ
こ
っ
と
ニュ
ー
ス
」
な

ど
を
掲
載
す
る
な
ど
、
誌
面
を
通
じ
て
お
互

い
の
安
否
を
確
認
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
支
え
合
い
推
進
委
員
会
で
は
、「
早
く
み

ん
な
が
集
ま
れ
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
た
い
が
、

そ
れ
ま
で
は
自
宅
で
の
健
康
づ
く
り
の
意
識

を
持
ち
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。」
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
三
方
町
上
野
地
区
に
は
、
近
隣
住
民
が

週
１
回
集
う
「
里
山
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
と

い
う
場
所
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
委
員
の
増
井

貴
美
子
さ
ん
は
、
自
身
が一
人
暮
ら
し
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、「
地
域
で
の
ゆ
る
や
か
な
つ
な

が
り
が
安
心
に
つ
な
が
る
」
と
の
思
い
か
ら
、

一
人
暮
ら
し
や
昼
間
独
居
の
高
齢
者
の
心
細

さ
に
寄
り
添
お
う
と
「
いつ
来
て
も
、
ど
う
過

ご
し
て
も
自
由
」
と
い
う
気
軽
な
場
づ
く
り

を
３
年
前
に
始
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
以
前
よ
り
来
る
人
が
減
っ
て
い

る
も
の
の
「
自
粛
生
活
で
気
持
ち
が
ふ
さ
ぎ

込
ん
だ
り
、
認
知
症
の
不
安
を
抱
え
る
人
も

い
ま
す
。
心
細
く
感
じ
て
い
る
方
の
た
め
に
も

最
大
限
の
感
染
対
策
を
取
っ
て
、
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
事
。」
と
増
井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

若
狭
町
社
協
に
よ
る
今
回
の
研
修
（
前
述
）

は
、
感
染
症
へ
の
正
し
い
予
防
策
も
学
び
な

が
ら
、
改
め
て
地
域
で
の
活
動
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
活
動
再
開
へ

の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
取
り
上
げ
た
２
市
町
の
ほ
か
に
も
、

地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
や
つ
な
が
り

続
け
る
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

町
社
協
が
住
民
と
と
も
に
培
っ
て
き
た
地
域

福
祉
活
動
の
成
果
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
平
時
か

ら
の
地
域
福
祉
の
役
割
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
で
つ
な
が
ろ
う
！
福
井

特
集

○
勝
山
市
社
協
発
〜
地
域
の
取
組
み

感
染
し
て
も
支
え
て
く
れ
る
安
心
を

○
若
狭
町
社
協
発
〜
地
域
の
取
組
み

コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
に
寄
り
添
う

○
実
践
は
他
の
市
町
で
も

地
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マス
ク
づ
く
り
で

住
民
の
気
持
ち
を
一つ
に

集
え
な
く
て
も
「
サ
ロ
ン
ミ
ニ
新
聞
」

で
つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る

○
市
民
向
け
講
座
を
き
っ
か
け
に
住
民

自
身
が
「
地
域
の
絆
」
の
重
要
性
に
気

づ
き
、
地
域
ご
と
の
取
組
み
に
発
展

○
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
、
住
民
の

気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
工
夫

〇
住
民
の
「
つ
な
が
り
を
絶
や
し
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
思
い
を
形
に

○「
不
安
」
と
い
う
名
の
感
染
を
防
ぐ
取

組
み

2021年3月4日の新聞記事にコロナ自粛による高齢者の認知機
能低下を指摘する研究結果が紹介されました。筑波大学の久野
譜也教授（健康政策）らの調査で、対象は北海道や埼玉県、
京都府など５市町に住む60歳以上の約4,700人です。
このうち認知機能低下と判定された対象者は2020年5月で
13％、同年11月で27％と2.1倍に増加していました。同教授は
第3波の影響も加わることで、地域の要介護認定者がさらに増
加することを懸念しています。
しかしこの状況は、コロナ禍特有のものではありません。東日
本大震災発災3年後の被災地沿岸では、要介護認定率の増加
は非被災地域の2.4倍近くに達しました（下図）。津波による甚
大な被害は沿岸部の介護施設や事業所にも及び、高齢者はサー
ビスを利用できない状況に追い込まれました。これはコロナ自粛
にある現状とそっくりです。
このまま自粛環境が継続すれば、東日本大震災と同じことが
日本各地で起こるでしょう。高齢者の活動力を保つためにはどう
すべきなのか。過剰な自粛にならない方法を、住民とサービス提
供者が一体になって考えなければなりません。
本号で紹介された地域の取組みは、まさにwithコロナ時代の
先駆けです。我が国の濃厚接触者の定義は①距離が1ｍ以内、
②マスクなし、③15分以上の会話の３条件すべてが揃った密接
触者です。
福井県における濃厚接触者の感染率は15.2％（2020年11月
30日時点）。まずは3条件をきっちり避けること、さらに手指消毒
を徹底することで感染リスクは大幅に低下します。今後、ワクチ
ン接種が進
むことで、自
粛環境も大き
く変化します。
超高齢化社
会を見据え、
自粛解除へ
のステップを
どう歩んでい
くか地域の中
でも早急に
話し合うべき
でしょう。

コロナ自粛の影響を
地域で防ぐことが重要

マスクの型紙を手にする
松川コーディネーター

専門は神経内科。大学病院の医師として日々診察にあたるほか、災害時には
避難所や仮設住宅を回って被災者の診療にあたるなど、災害医療にも携わ
る。最近では福井県の新型コロナウイルス感染拡大防止対策チームに任命
され、県内のコロナウイルス感染拡大防止に尽力されている。

福井大学医学部地域医療推進講座
講 師  山 村  修 さん

コロナ禍における「地域のつなが
り」の重要性について、福井大学
医学部地域医療推進講座の山村
修先生にお話を伺いました。

要介護認定率aの推移
被災県の沿岸部（n=29）
被災県の内陸部（n=82）
その他（被災県以外）（n=1461）

（基準）

a.第1号被保険者における要支援・要介護認定者数（全要介護度）／第1号被保険者数
b.平均±95%信頼区間
c.共分散分析（調節項目：第1号被保険者数における75歳以上の割合）により算出された調整平均
  および95%信頼区間。第1号被保険者数における75歳以上の割合の平均値（52.7％）に基づく
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こちら経営相談室です！こちら経営相談室です！シリーズ

　 令和２年度の決算時期が近づいてきました。そこで決算を計画的に行うため、決算書作成から現況報告書・
計算書類等の公表までの決算スケジュール表を掲載しましたので参考にしてください。

決算スケジュール表 (会計監査人非設置法人）

～介護人材の確保・育成に向けて～
外国人技能実習制度の監理団体の許可を取得

このほどリニューアルした福井県ボランティアセンターのマスコットキャラ
クター「ランティー」が、令和3年2月5日（金）、「オータム＆ウインターボランティ
ア体験」の最終日に活動された参加者の応援のため、岡保こども園（福井市）
を訪問しました。
この日、岡保こども園では新年会が開催され、園児たちの新年のあいさつや
抱負の発表に、ランティーも参加しました。

　その後、ボランティア活動者と一緒に園児たちのゲームを
応援するなど、楽しい時間を過ごしました。
　現在、コロナ禍ということもあり、ボランティア活動も控
えめになっていますが、その中でできる活動も多くあります。
　ランティーはボランティアの楽しさを伝えるために、感染
対策を万全にしてボランティア活動をする県民を応援します。
　皆さんも、感染対策をしっかりして、身近なところからボ
ランティア活動に取り組んでみてください。

マスコットキャラクター「ランティー」
新きぐるみ初出動！

「オータム＆ウインターボランティア体験」参加者の
啓新高校1年　三原陽葉さん（写真中央左）

福井県社協では、県や関係機関との連携により、県内の福祉施設・事業所における外国人介護人材の確保を促
進する取組みを進めており、去る2月16日付けで外国人技能実習生受入れに係る「監理団体」の許可を取得しました。
今後、令和３年度の入国を予定しているタイからの技能実習生（第一期生）受入れに向け、現地採用面接（今

回はオンライン）や現地への講師派遣による介護導入講習、入国後の講習のほか、実習先施設および技能実習生
に対するフォローアップの取組みをすすめていきます。
この取組みにより、国際色豊かな未来志向の介護現場の基盤づくりをすすめるとともに、介護の先進国として

の役割を果たすとともに、開発途上国等の発展を担う「人づくり」にも貢献していきます。

日程は概ね下の①～⑦の順で決定し、監事の合意を得ておく
内　　　容 スケジュール

日程及び手続 備　考 参考
日程

昨年
実績

当年
予定

下表中、条文は改正社会福祉法、施行規則については「規則」と、「一
般社団及び一般財団に関する法律」は「一般法」と略記している。

理事会
⑴補正予算の承認
⑵事業計画・予算の承認

3月中
⑴予算と決算に大きな乖離がある場合、補正予算を行い理事会で承認

を得る。
⑵理事長は事業計画・予算の編成を行い理事会決議の承認を得る。

3月31日決算期末日 社会福祉充実残額
・計画仮案作成 監事の監査対象　　45条の28①

作　成
⑴計算書類・事業報告
⑵⑴の各付属明細書
⑶財産目録

45条の27②
45条の34①1

4/1
以降

計算関係書類・財産目録
計算関係書類とは計算書類とその
附属明細書　規則2条の25②1

事業報告とその附属明細書

監事への提供
⑴計算書類
⑵事業報告
⑶財産目録

（いずれも実質は草案）

45条の28①
規則2条の40②

⑦
5/12

計算書類及び
財産目録受領
日から4週間
を経過した日
=A
規則2条の28
①1

事業報告受領
日から4週間
を経過した日
=D

規則2条の37
①1

監事への提供
⑴付属明細書
注計算書類等を監事に提

出してから監事監査の
日程が4週間（付属明細
書は1週間）必要

⑵充実計画について専門
家に検討依頼

45条の28①

社会福祉充実残額
再計算・同計画案検討
→専門家への提供

5/25

特定監事と特
定理事が合意
した日=C

規則2条の28
①3

附属明細書受
領日から1週
間を経過した
日=B
規則2条の28
①1

特定監事と特
定理事が合意
した日=F

規則2条の37
①3

附属明細書受
領日から1週
間を経過した
日=E
規則2条の37
①2

監事監査報告
　規則2条の27
　規則2条の36

特定監事から
特定理事に

⑥
6/1

ABCいずれか遅い日までに監
査報告書　規則2条の28①

DEFいずれか遅い日までに監
査報告書　規則2条の37①

法令は、計算関係書類等の監査と事業報告書等の監査を各別に規定して
いるが、実務の監事監査報告は一体として行われている。
充実計画に関する専門家からの確認書の入手日付は監事監査報告日以降

理事会招集通知発送
計算書類・事業報告・
監査報告の添付は法定
されていない

⑤
6/2

招集通知発送は理事会の日の1週間前までに（中7日）
45条の14⑨で準用される一般法94条①
理事・監事全員の同意により招集手続きの省略可能
45条の14⑨準用される一般法94条②
監事監査報告日付以前に招集通知を発送することも不可ではない

理事会承認
⑴計算書類
⑵事業報告
⑶⑴⑵の附属明細書
⑷財産目録
⑹評議員会の日時･場所・

議題議案等の決定

45条の28③
規則2条の40②

④
6/10

理事会承認と備置との間の期間についての定めはないが据置閲
覧は、理事会承認後となる

備置・閲覧

⑴財産目録
⑵計算書類
⑶⑵の附属明細書
⑷事業報告書
⑸監査報告

③
6/10

備置は評議員会の日の2週間前の日から（中14日）
45条の32①②　経理規程

定時評議員会
招集通知発送

・計算書類・事業報告
監査報告の提供必要

　45条の29
　規則2条の38

②
6/17

招集通知発送は評議員会の日の1週間前までに（中7日）
45条の9⑩準用される一般法182条①
評議員全員の同意があれば招集手続の省略可能
45条の9⑩準用される一般法183条

定時評議員会
⑴計算書類の承認
⑵財産目録の承認
⑶社会福祉充実計画の承認
⑷事業報告

45条の30②③
規則2条の40①

①
6/25

資産総額変更登記 法務局 6月
末日
まで

組合等登記令
所轄庁へ届出 所轄庁 会計年度終了後3ヶ月以内　59条
・財産目録等の備置・閲覧 会計年度終了後3ヶ月以内　45条の34
・現況報告書・計算書類等の公表 社会福祉法59条の第2項、規則10条
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社協トピックス T O P I C

福井県社会福祉研修所 研修実施計画令和3年度令和3年度 各種貸付事業のご案内
保育士・介護福祉士をめざす方や再就職する方、
またひとり親家庭、児童養護施設入所者の方の自立生活を応援します！
いずれも一定の要件（資格取得、対象業務への従事等）を満たせば、貸付金の返済を免除します。

専門学校・短大・大学で資格を取る方に…

介護福祉士・社会福祉士・保育士 修学資金
介護の仕事をしながら資格取得を目指す方に…

介護福祉士実務者研修受講資金
もう一度、介護・保育の仕事にチャレンジする方に…

離職介護人材再就職準備金、保育士就職準備金
高等職業訓練促進給付金を活用し資格を目指す方に…

ひとり親家庭職業訓練資金
児童養護施設や里親等から自立する方の資格取得や生活費等の支援に…

児童養護施設入所者自立支援資金

4月1日から募集を開始します。
　貸付要件や申請方法など、詳細は本会ホームページ上の募集要項等にてご確認ください。

【問合せ先】地域福祉課 ☎0776-24-4987

⑴ 福祉職員専門課題別研修事業の実施
研　　　修　　　名 開　催　時　期 開 催 場 所 等

❶ 労務管理研修 半日間 5 ～ 7 月 福井
❷ 事業効率アップ研修 半日間 8 ～ 10 月 福井
❸ タイムマネジメント研修（管理職・一般職員） 1 日間、2 コース 5 ～ 7 月 福井
❹ 初めての ZOOM 研修 半日間、2 コース 4 ～ 6 月 福井
❺ 接遇研修（初任者・中堅以上） 1 日間、2 コース 4 ～ 6 月 オンライン
❻ クレーム苦情対応研修 1 日間 9 ～ 11 月 福井
❼ コーチング研修 1 日間 9 ～ 11 月 福井
❽ ほめ方叱り方研修 1 日間 7 ～ 9 月 福井
❾ 高齢者虐待防止研修、障がい者虐待防止研修　 1 日間 11 ～ R4.1 月 福井
� アンガーマネジメント研修 1 日間 12 ～ R4.2 月 福井
� アサーティブ研修 1 日間 12 ～ R4.2 月 福井
� 居宅サービスガイドラインに基づくアセスメント研修 半日間 12 ～ R4.2 月 丹南
� 施設ケアマネジメント研修 1 日間 9 ～ 11 月 福井
� 就職内定者応援セミナー 半日間 R4.3 月 福井

⑵ 福祉職員業種・職種別研修事業の実施
研　　　修　　　名 開　催　時　期 開 催 場 所 等

❶ 主任保育士研修 3 日間、2 コース 6 ～ R4.2 月 オンライン
❷ 保育実習指導者研修会 2 日間 R4.1 ～ 2 月 オンライン
❸ 児童福祉施設給食担当職員研修 1 日間 9 ～ 11 月 福井、一部オンライン
❹ 老人・障害者福祉施設給食担当職員研修 1 日間 9 ～ 11 月 福井、一部オンライン

❺ メンタルヘルス研修（一般職員、管理職） 半日間、
老人・障害者施設 8 ～ 10 月 福井

❻ 看護職員研修 1 日間、
老人・障害者施設 8 ～ 10 月 福井

⑶ 介護支援専門員養成研修事業の実施
研　　　修　　　名 開　催　時　期 開 催 場 所 等

❶ 介護支援専門員専門・更新研修（経験者）課程Ⅰ 12 日間、3 コース 5 ～ 12 月 福井・丹南
一部オンライン

❷ 介護支援専門員専門・更新研修（経験者）課程Ⅱ 8 日間、3 コース 5 ～ 12 月 福井・丹南
❸ 介護支援専門員実務研修 16 日間、1 コース 12 ～ R4.3 月 福井・丹南

❹ 介護支援専門員再研修・更新研修（未経験者） 11 日間、2 コース 5 ～ 7 月
12 ～ R4.3 月 福井・丹南

⑷ 認知症介護実践研修事業の実施
研　　　修　　　名 開　催　時　期 開 催 場 所 等

❶ 認知症介護実践者研修 25 日間、2 コース 6 ～ R4.2 月 オンライン
❷ 認知症対応型サービス事業管理者研修（開設前受講義務付け） 3 日間、2 コース 7・12 月 オンライン

❸ 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修（開設前受講義務付け） 2 日間、2 コース 7 ～ 8 月
11 ～ 12 月 オンライン

❹ 認知症対応型サービス事業開設者研修（開設前受講義務付） 3 日間、2 コース 7・12 月 オンライン
❺ 認知症介護実践リーダー研修 29 日間、1 コース 8 ～ 12 月 オンライン
❻ 認知症介護基礎研修 1 日間、1 コース 5 月 オンライン

⑸ 保育士等キャリアアップ研修の実施
研　　　修　　　名 開　催　時　期 開 催 場 所 等

❶

専門分野別研修

乳児保育 

各 3 日間、3 コース 5 ～ R4.1 月 福井

❷ 幼児教育 
❸ 障害児保育
❹ 食育・アレルギー対応
❺ 保健衛生・安全対策
❻ 保護者支援・子育て支援
❼ マネジメント研修 3 日間、2 コース 5 ～ 10 月 福井
❽ 保育実践研修 3 日間 6 ～ 8 月 福井

⑹ キャリアパス対応福祉職員生涯研修の実施
研　　　修　　　名 開　催　時　期 開 催 場 所 等

❶ 初任者研修 3 日間、3 コース 5 ～ 11 月 福井・嶺南・丹南
❷ 中堅職員研修 3 日間、3 コース 6 ～ 12 月 福井・嶺南・丹南
❸ チームリーダー研修 2 日間 8 月 福井
❹ 管理職員研修 2 日間 9 月 福井

⑺ 定着支援研修事業の実施
研　　　修　　　名 開　催　時　期 開 催 場 所 等

❶ 初任者フォローアップ研修
老　人 半日間、2 コース

R4.1 ～ 2 月 福井・丹南保　育 半日間、1 コース
障がい 半日間、1 コース

❷ 中堅職員フォローアップ研修
老　人 半日間、2 コース

R4.1 ～ 2 月 福井・嶺南保　育 半日間、1 コース
障がい 半日間、1 コース
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特 集 こころでつながろう！福井
コロナ禍だから大切にしたい
地域のつながりの力

2,3P

報告
◆外国人技能実習制度の監理団体の許可を取得
◆マスコットキャラクター「ランティー」
　新きぐるみ初出動！

4P

CONTENTS
陸前高田市での採火と本県での希望の灯り点灯の様子

8P ◆寄付・寄贈
◆3.11希望の灯り・点灯式2021

5P ◆こちら経営相談室です！

社協TOPICS
◆令和3年度 福井県社会福祉研修所研修実施計画
◆令和3年度 各種貸付事業のご案内

6,7P

社会福祉関連民間助成事業の紹介別紙

※表紙写真関連記事

平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」から、今年の3月11日で丸10年を迎えました。
震災当時、福井県内の社協が岩手県陸前高田市で活動したご縁から、同市に平成23年12月に設置されたガス灯

『3.11希望の灯り』から平成24年2月に分灯していただき、同年3月9日、県内社協に設置された越前焼の燭台に点
灯して犠牲者の鎮魂と復興への祈りを捧げました。それ以降、毎年3月には、県社協と市町社協でこの燭台への点灯
と黙とうを行っています。
震災から10年となる今回の点灯式では、陸前高田市と県内社協18か所をオンラインでつなぎ、現地の『3.11希

望の灯り』から越前焼の燭台への採火を行い、その後県内社協の燭台へ点灯し、その模様をライブでも配信しました。
点灯式では、燭台を制作していただいた勝山市の芸術家　中村鐵遷(てっせん)さんから「燭台制作に込めた想い」

もお話しいただきました。
そして、発災時刻である14時46分には、陸前高田の皆さんとともに黙とうを行い、震災の風化を防ぎ、被災地の

復興に向けた希望や願いを分かち合っていくことを確認しました。
なお、点灯式の録画映像は福井県社協のYouTubeチャンネルでご覧いただけます。

東日本大震災から10年

▼福井県社協のYouTubeチャンネルURL QRコード▶

https://www.youtube.com/user/FukuikenShakyo/featured

♥2月3日（水）
寄贈者

寄贈先

生命保険協会福井県協会

福祉巡回車（軽自動車 1台）
永平寺町社会福祉協議会

車いす（10台）
すみれ荘デイサービスセンター
デイサービスセンター東郷
渚苑デイサービスセンター
金津雲雀ケ丘寮デイサービスセンター
永平寺ハウスデイサービスセンター
デイサービスセンターいまだて
デイサービスセンター和上苑
松寿苑デイサービスあ・うん
おおい町社協あっとほ～むいきいき館指定通所介護事業所
福井県社会福祉センター

心温まる寄付・寄贈に心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に活用させていただきます。

こころでつながろう！福井
平成23年３月11日に発生した「東日本大震災」から10年と
なる今年。岩手県陸前高田市と県内社協18か所をオンライ
ンでつなぎ、現地の『希望の灯り』から採火された灯りを県
内社協の燭台へ点灯しました。（最終ページに関連記事）



【掲載内容は令和2年度の実績です。】

活 用 し て み ま せ ん か ? 社会福祉関連民間助成事業の紹介
　企業や団体の中には福祉団体やボランティアグル－プ等を対象に様々な助成事業を行っているところがあります。本会で把握
している助成事業についてご紹介します。活動のさらなる発展に助成金をご活用ください。
　内容は変更になる可能性がありますので、事前に必ず各助成団体のホームページや募集要項をご確認ください。本会ホーム
ページでは、随時助成情報を更新しています。〔URL▷https://www.f-shakyo.or.jp/〕

名　　称 助成対象 助成対象事業 助成額 申込締切 問合せ先（TEL）
福井県社会福祉協議会

「まごころ基金助成」
県内の民間非営利活動
団体

高齢者・障がい者・児童・地域の福祉の充実を図る
ことを目的とする事業 20万円 5月下旬 （福）福井県社会福祉協議会

0776-24-2339
福井県社会福祉協議会

「子ども未来支援事業」
県内で新たに子ども食
堂を運営するグループ 子ども食堂の開設にかかる経費の一部を助成 20万円 5月下旬 （福）福井県社会福祉協議会

0776-24-2339

福井県しあわせ
福祉資金

ボランティア団体､ NPO
法人､社会福祉法人､市民
活動団体等

高齢者・障がい者・児童の福祉の充実を図ること
を目的とする事業等 20万円 4月下旬 福井県健康福祉部地域福祉課

0776-20-0322

福井県子どもしあわせ
福祉資金

ボランティア団体､ NPO
法人､社会福祉法人､市民
活動団体等

子どもの支援や子どもの環境向上のための事業等 50万円 4月下旬 福井県健康福祉部地域福祉課
0776-20-0322

ふくしん地域振興協力基金
助成事業 公共的な活動を行う団体 地域の社会福祉に関する活動ほか 事業活動経費の

50%以内 4月下旬
（公）ふくしん地域振興協力基金
事務局
0776-25-8533

老後を豊かにするボランティア
活動資金助成事業

高齢者を主な対象とし
て活動するボランティ
アグループ

高齢者を対象とした生活支援サービス、生活環境
の向上、レクリエーション、多世代交流を図る等
のボランティア活動

10万円 5月下旬 （公財）みずほ教育福祉財団
03-3596-4531

新設・既存のおもちゃ図書館へ
おもちゃセット助成事業

おもちゃ図書館を運営
する団体 おもちゃ図書館支援事業 部門別に助成

限度額を設定 5月下旬 （一財）日本おもちゃ図書館財団
03-6435-2842

老人ホーム等社会福祉施設
おもちゃ図書館開設支援事業

老人福祉施設におもちゃ
図書館を開設予定の団体 おもちゃ図書館開設支援事業 おもちゃセット

（5万円相当） 5月下旬 （一財）日本おもちゃ図書館財団
03-6435-2842

ビジネスパーソン
ボランティア活動助成

福祉分野のボランティア
活動を行う会社員・個人
事業主等のグループ

高齢者・障がい者福祉に関するボランティア活
動、子どもの健全な心を養うための交流ボランテ
ィア活動

原則10万円 5月下旬 （公財）大同生命厚生事業団
06-6447-7101

シニア・ボランティア活動助成 福祉分野のボランティ
ア60歳以上のグループ

高齢者・障がい者福祉に関するボランティア活
動。子どもの健全な心を養うための交流ボランテ
ィア活動

原則10万円 5月下旬 （公財）大同生命厚生事業団
06-6447-7101

ドナルド・マクドナルド・
ハウス財団「助成事業」 ボランティア団体等 0〜20歳までの子どもの健康や福祉を直接改善

するプログラム等 総額200万円 5月末日
（公財）ドナルド・マクドナルド・
ハウス財団
03-6911-6068

ニッセイ財団
「高齢社会助成」

⑴社会福祉法人、
　NPO法人等
⑵研究者、実践家等

⑴地域福祉チャレンジ活動助成…地域包括ケア
システムの展開につながる活動等

⑵実践的研究助成…実践的研究助成対象分野・テ
ーマ（要項参照）に対する課題を明確にした実
践的研究等

部門別に助成
限度額を設定

⑴5月末日
⑵6月中旬

（公財）日本生命財団
06-6204-4013

よみうり子育て応援団大賞
子どもや親を対象にし
た支援活動を行う民間
団体

「子育てサークル」「男性の育児参加」「女性の就労
支援」「子どもの福祉」などをテーマにした活動

大　賞：賞金200万円
奨励賞：賞金100万円 6月上旬

読売新聞大阪本社「よみうり
子育て応援団大賞」事務局
06-6881-7228

配食用小型電気自動車
寄贈事業 非営利の民間団体 高齢者向け配食サービス 1台 6月上旬 （公財）みずほ教育福祉財団

03-3596-4531

子ども文庫助成 ボランティア団体、個
人、非営利団体 子ども達の読書啓発活動、指導等 部門別に助成

限度額を設定 6月中旬 （公財）伊藤忠記念財団
03-3497-2651

清水基金
「社会福祉法人助成事業」

障がい児・者施設を経営
する社会福祉法人

利用者のために必要な建物（新築、改修、増改築）・
車両・機器等 50〜1,000万円 6月中旬 （福）清水基金

03-3273-3503

住民参加型福祉活動資金助成 5人以上で活動する非
営利団体

地域の複合的な生活課題に対し包括的な活動を
行うための資金を助成 30万円 6月中旬 SOMPO福祉財団

03-3349-9570

太陽生命厚生財団
「社会福祉助成事業」

ボランティアグル－プ、
NPO法人等

在宅高齢者、在宅障がい者の自助・自立を支援す
る事業等
高齢者保健、高齢者福祉に関する研究・調査

部門別に助成
限度額を設定 6月末日 （公財）太陽生命厚生財団

03-6674-1217

丸紅基金
「社会福祉助成金」 非営利法人 社会福祉事業（福祉施設の運営、福祉活動など）を

行う民間の団体が企画する事業 200万円 6月末日 （福）丸紅基金
03-3282-7591

子育てと仕事の両立支援に
対する助成活動 部門別に設定

⑴保育所利用者の多様なニーズに対応した環境
整備を行う事業等

⑵放課後児童クラブの受け皿拡大や質の向上に
必要な設備の整備、備品購入に係る費用等

⑴35万円
⑵20万円 7月上旬

（一社）生命保険協会
「子育てと仕事の両立支援」
事務局
03-3286-2643

みずほ福祉助成財団
「電動車椅子贈呈事業」

社会福祉法人が運営す
る障害児者支援施設 電動車椅子の贈呈 1台 7月上旬 （公財）みずほ福祉助成財団

03-3596-5633
社会福祉事業
自動車購入費助成

主として障害者の福祉
活動を行う団体 自動車を購入するための資金を助成 120万円 7月上旬 SOMPO福祉財団

03-3349-9570

植山つる
｢児童福祉研究奨励基金｣

児童福祉施設に働く職
員（個人・施設・グルー
プ・団体）

研究A…児童福祉に関する自主研究
研究B…児童福祉に関する自主研究でさらに成果

を発展させるための共同研究
部門別に助成
限度額を設定 8月上旬

（福）全国社会福祉協議会
児童福祉部
03-3581-6503

ボランティア活動助成 ボランティア活動を行
う5名以上の非営利団体

⑴高齢者、障がい児者、子どもへの支援活動他
⑵被災者支援活動 30万円 9月中旬 （公財）大和証券福祉財団

03-5555-4640
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名　　称 助成対象 助成対象事業 助成額 申込締切 問合せ先（TEL）

子ども支援活動助成 ボランティア活動を行
う5名以上の非営利団体 育児放棄や子どもの虐待防止につながる支援活動 50万円 9月中旬 （公財）大和証券福祉財団

03-5555-4640
日本財団

「福祉車両助成事業」 非営利団体等 通所サービス、移送サービスのための車両配備 指定車種から
選定 9月中旬 （公財）日本財団

03-6229-5163

地域貢献助成事業 NPO法人、任意団体、
市民団体等

自然災害に備えいのちを守るための活動、子ども
や親子の孤立を防ぎ地域とのつながりを生みだ
す活動 、困難を抱える子ども・親がたすけあい生
きる力を育む活動等

30万円 10月上旬 こくみん共済coop（全労災）
03-3299-0161

認定NPO法人取得資金助成
認定NPO法人の取得を
計画するNPO法人（社
会福祉分野）

認定NPO法人の取得に関する費用 30万円 10月上旬 SOMPO福祉財団
03-3349-9570

未来応援ネットワーク事業
（子供の未来応援基金） 非営利団体 子供の貧困対策のための事業 部門別に助成

限度額を設定 10月上旬 （独）福祉医療機構
03-3438-4756

アイシングループ
NPO活動応援基金

営利を目的としない団
体・組織

社会福祉活動、まちづくり活動、青少年育成活動、
自然・環境保護活動、国際交流活動 10万円 10月下旬

オールアイシンNPO活動応援
基金福井事務局
0778-25-6611

NPO助成金制度 NPO法人、ボランティ
ア団体等 

保健医療福祉、国際協力、まちづくり、地域安全、
災害救助、子どもの健全育成など 30万円 10月末日 北陸労働金庫

076-231-2165 
キリン・地域のちから
応援事業 4名以上で活動する団体 障害児・者、高齢者、子ども等の福祉向上に関わる

活動、地域やコミュニティの活性化に関わる活動 30万円 10月末日 （公財）キリン福祉財団
03-6837-7013

年賀寄附金配分金
営利を目的としない公
益の増進に寄与する法
人格を持つ団体

社会福祉の増進を目的とする事業等 部門別に助成
限度額を設定 11月上旬

日本郵便㈱
年賀寄附金事務局
03-3477-0567

伝統文化親子教室事業 伝統文化等の振興を目
的とする団体

⑴伝統文化親子教室
⑵放課後子供教室と連携した取組

規模に応じて
限度額を設定 11月中旬

文化庁
伝統文化親子教室事業事務局
03-5402-6421

連合・愛のカンパ 非営利の任意団体、NPO
法人、グループ、サークル 等 新たに始める地域におけるふれあい、助け合い活動 15万円 11月末日 （公財）さわやか福祉財団 

03-5470-7751 

北川奨励賞
難病や障がいをもつ子
どもと家族対象のボラ
ンティアグループ、個人

難病や障がいをもつ子どもとその家族の支援に
対する社会医学的な実践、セルフヘルプ活動、ボ
ランティア活動等

50万円 1月中旬
（特非）コーポレートガバナンス協会
北川奨励賞事務局
045-263-6965

福井県民生協
市民活動助成金

県内の公益的社会活動
に取り組むNPOや市民
団体

「食育」「環境」「福祉」「子育て支援」などの社会貢
献活動 10万円 1月下旬

福井県民生協
組織ネットワーク支援部
0120-016-165

WAM助成
（社会福祉振興助成事業）

社会福祉の振興に寄与
する事業を行う非営利
団体

⑴通常事業⑵モデル事業
①地域連携活動支援事業
②全国的・広域的ネットワーク活　動支援事業

部門別に助成
限度額を設定 2月上旬 （独）福祉医療機構

03-3438-4756

げんでんふれあい福井財団
助成事業

20名以上で組織する設
立2年以上の非営利団体

地域文化の振興、青少年等の人材育成、ふれあい・
ゆとりの創造

部門別に助成
限度額を設定 2月中旬 （公財）げんでんふれあい福井財団

0770-21-0291
休眠預金等を活用した
助成公募 民間団体（要綱参照） ⑴草の根活動支援事業（当事者会のピアサポート支援）

⑵災害支援事業（災害時要支援者緊急支援事業）
部門別に助成
限度額を設定 2月下旬 （福）中央共同募金会

03-3581-3846

杉浦地域医療振興助成 日本国内で活動する個
人又は団体

「地域包括ケア」「健康寿命の延伸」に関する住民
参加型の活動、研究

部門別に助成
限度額を設定 2月末日 （公財）杉浦記念財団

0562-45-2731
冠婚葬祭文化振興財団

「社会貢献基金助成」
非営利の任意団体・市民
ボランティアグループ等

研究、高齢者福祉、障害者福祉、児童福祉、環境・文
化財保全、地域つながり、冠婚葬祭継承 200万円 2月末日 （一財）冠婚葬祭文化振興財団

03-3596-0061
地域福祉を支援する

「わかば基金」
地域に根ざした福祉活
動を展開するグル－プ

支援金部門（高齢者、障がい者の日常生活支援活動
等）、災害復興支援部門、リサイクルパソコン部門

部門別に助成
限度額を設定 3月末日 （福）NHK厚生文化事業団

03-3476-5955

ドコモ市民活動団体助成事業 活動実績が2年以上の
民間非営利団体

⑴子どもの健全な育成を支援する活動
⑵経済的困難を抱える子どもを支援する活動

⑴  70万円
⑵100万円 3月末日

NPO法人モバイル・コミュニ
ケーション・ファンド
03-3509-7651

福井県共同募金会が行う助成事業
　内容は福井県共同募金会までお問合せください。　〔TEL：0776‐22‐1657 URL▷https://akaihane-fukui.jp/〕

名　　称 助成対象 助成対象分野、条件等 助成額 申込締切 決定（内定）
共同募金助成金（広域助成）

福井を良くしようと
がんばっている団体

令和4年度に計画する活動費、備品、建物整備

50万円以内 5月下旬 8月下旬
社会的インパクト助成事業 令和3年度に実施する先駆的・開拓的な福祉事業を支援

災害等準備金の助成事業 令和3年度、大規模災害に備えた事業や研修会、緊急に
助成が必要な事業

小林福祉基金の助成事業 身体障害者施設 令和3年度に実施する先駆的・開拓的な福祉事業を支援

共同募金助成金（地域助成） 地域（市町）を良くしようと
がんばっている団体

※期間や助成内容は市町で異なる場合があります。
　詳細は各市町共同募金委員会（市町社協）にお問い合わせください。 5月 8月

NHK歳末たすけあい 支援を必要とする方々を対象
とした事業をおこなう団体

①歳末ふれあい事業
②地域福祉事業
③地域福祉備品

50万円以内 10月中旬 12月中旬

車両競技公益資金記念財団 ボランティア団体 ボランティアに必要な備品 90万円以内
7月 9月下旬

中央競馬馬主社会福祉財団
施設設備等助成事業

保育所・こども園 補修・改修 400万円以内
社会福祉法人、NPO法人 車両、備品の購入および施設修繕等 100万円以内 6月末日 8月中旬


